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への旅に誘われるの
である。
　ここまでは住民個人の自由な行為である。しかし、コミュニティもまた内への旅に出なければならない。観光客、
すなわち余所者
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の眼をもってコミュニティの日常性の表層に非日常性を炙りだし、コミュニティが直面する諸問題の
総点検を住民の共同行為として組織的かつ日常的に行う努力が、コミュニティの存続のために必須となるからだ。諸
コミュニティは相互依存の関係にあるだけでなく、住民構成の最適化と企業誘致をめぐり熾烈な競合関係にもある。
一コミュニティの住民数の社会減とは、他コミュニティの社会増にほかならない。このコミュニティ間競争に後れを
とると、他コミュニティによる吸収合併を甘受しなければならない。EUが補完性原則にもとづく地域支援にあたり、
補助金を申請する地域に厳密な SWOT分析を条件づけることは、かかる問題状況を浮きぼりにする。コミュニティ
に内在する可能性と問題点の、旅人の眼をもってする絶えざる自己点検は、コミュニティの存続をかけた住民の共同
行為なのだ。これこそコミュニティデザインの固有の課題というべきであろう。
　本紀要が観光コミュニティ学部という新生のコミュニティの日常的活動の自己点検の場として、広く学外からも関
心を呼ぶ学問的定期市となることを願ってやまない。
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